
項 目 内 容
名称 ボタンボウフウ [英]Peucedanum japonicum [学名]Peucedanum japonicum  

Thunb.

概要 ボタンボウフウは、東アジアの亜熱帯から暖温帯地域にみられるセリ科の多年草で
ある。沖縄では「長命草」「サクナ」とも呼ばれ、葉を食用とする。

法規・制度 ■食薬区分
・ボタンボウフウ (Peucedanum japonicum) 茎、葉、根、根茎︓「医薬品的効能
効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料) 」に該当する。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・根には、クマリン誘導体のベルガプテン、ハマウドール、ペウケダノール、ジイ
ソワレリルケラクトン、ジセネシオイルケラクトン、アセチルセネシオケラクトン
などを含む (29) 。
・葉および茎には、β-カロテン、ルテイン、クロロフィル、ポリフェノール、ビタ
ミンCを含む (102) 。

分析法 ・根から抽出したクマリンおよびシクリトールをクロマトグラフィー法にて分析し
た報告がある (PMID:15646792) 。
・葉および茎の凍結乾燥粉末から抽出したフェノール類を、HPLC法にて分析した報
告がある (PMID:22277893) 。

有効性

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=15646792&dopt=Abstract
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=22277893&dopt=Abstract


ヒ
ト
で
の
評
価

循環器・
呼吸器

調べた文献の中に見当たらない。

消化系・肝臓 調べた文献の中に見当たらない。

糖尿病・
内分泌

RCT
・健康な成人23名 (平均39.4±9.7歳、日本) を対象とした二重盲検クロスオーバー
無作為化プラセボ対照試験において、ボタンボウフウ葉粉末1 g (クロロゲン酸1.68
g含有) の後に負荷食 (白飯) 200 gを摂取させたところ、糖代謝マーカー (摂取後
120分の血糖、インスリン、血糖AUC、血糖Cmax) 上昇の抑制が認められた
(2018000652) 。

生殖・泌尿器 調べた文献の中に見当たらない。

脳・神経・
感覚器

調べた文献の中に見当たらない。

免疫・がん・
炎症

調べた文献の中に見当たらない。

骨・筋肉 調べた文献の中に見当たらない。

発育・成長 調べた文献の中に見当たらない。

肥満 調べた文献の中に見当たらない。

その他 調べた文献の中に見当たらない。
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